
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京国公だより 86号・関ブロ国公だより 36号 

2024年 10月02日発行 ≪共同デスク≫ 

東京国家公務員・独立行政法人労働組合共闘会議  国家公務関連労働組合関東ブロック協議会 

メール アドレス uematsu@tk-kokko.org  東京国公HP http://tk-kokko.org/  

2024年最賃１０月１日から各県ごと順次施行 

〈裏面 47都道府県の最賃額、施行日等掲載〉 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

厚労省の国民生活基礎調査で「生活が苦しい」が過去最悪の６割となり、物価を上回る賃上げが切実に

求められています。いまこそ最賃の大幅引き上げで賃金の底上げを図るときです。 

厚労省の調査では、２５歳以下の若年層と６０歳以上の高齢者層では最賃に近い労働者（最賃の１.１倍

未満）の割合が２割を超えています。非正規をはじめ最賃ぎりぎりで働く労働者、高学費のため長時間ア

ルバイトをする学生、年金だけでは生活できずパートで働く高齢者、さらに男女賃金格差の是正にとって

も、最賃の大幅引き上げが強く求められる喫緊の課題です。 

 

 

 

 

 

 

全国加重平均時給は過去最高の５１円アップの１０５５円です。しかし、仮に常用

労働者の所定内＋所定外の年間総労働時間・１，９２６時間（2023年厚労省「毎

月勤労統計はら算出）働いたとしても、２０３万１，９３０円です。 全労働者平均

１，６３６時間では、１７２万５，９８０円です。これでは生活は成り立ちません。です 

から私たちは直ちにの時給１，５００円を求めているのです。 

mailto:アドレスuematsu@tk-kokko.org
http://tk-kokko.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


